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大の腫疹とその浸潤を受けた扇桃腺及び、頚静脈周囲 追加北村 武(千大〉
の淋巴腺転移とを摘出した。組織像は角化の著明な 副鼻腔の肉腫なら顔面皮下に腫揚が現われてきた
扇平上皮癌で，臨床所見及び組織所見より顎下腺後 としても珍しい事ではない。第 2例は副鼻腔の X線
上部に原発した限性癌と思考され，術後 1年目下経 陰影は軽度で、あった。鼻粘膜の浮腫性腫脹が大で鼻
過観察中の 1例を報告し，鼻， ~因頭，喉頭，気管， 腔，副鼻腔の循環陪訂号ある時は副鼻腔粘膜に腫脹が
食道ーその他に原発した癌の頚部淋巴腺転移と腿性癌 起るものである。本例は骨膜より起ったものと考え
との異同に就き考察を加えた。 られ，梅毒を疑わしめた。最近抗性物質は乱用され
追加北村 武(千大〉 ており甚しい時は睦療に対しでも用L、られてし、る。
本症は厳密に考えると極めて珍しいものである。 注意した方がよいと思う。
時に胞性癌かと思って取ってみると左右分岐部にあ
った炎症性のリンパ腺腫脹で、あった事がある。 10)急劇に心機怒種碍を生じて宛亡 Lた偽膜性
アシギーナの 1例
9) 頚部及'(}頬部肉腫症例 山崎 博(千大〉
中川真五郎(千犬〉 患者は 13才の少女で鼻腔内及び右肩桃腺にベラ 
1例。 57才男。左顎後部に小腫麿触れ， 1ヶ月後 {グを認め頻回の鏡検，培養に依りヂフテリー菌は
左頬，顎下， ¥'慎一日側頭部下方に迄，皮膚及び皮下 証明されず，連鎖状球菌，双球菌を認めるのみで肺
に沿う銅赤色板状硬固な浸潤示し，左顔浮腫，険裂 炎双球菌性アンギーナと考え化学療法を行い，視診
閉鎖，牙関緊急あり左頚及び版下リンパ腺臨脹す。 上署るしく軽快を示した所急激に腹痛，次L、でア〆
線維形成性円形細胞肉腫で， レ線照射， Nitrogen- ムス・ストーグ氏症状を呈し死亡した例を報告し， 
Mustard併用効なく，胸，胃，背部皮膚及び皮下に 死亡原因としての可能性に就いて論じ，例え，培養
円貨大転移結節相次いで生じ互いに融合し表在性な 鏡検に依りヂフテリー菌を証明出来なくとも最近予
広範浸潤を示した点が特徴的で、ある。梅毒反応強陽 防接種及び化学療法の普及に依り臨床像が斐って居
性，全経過 2ヶ月にて死亡す。 るのではなし、かと思われるので疑はしし、時は，早期 
2例。 54才男。 10ヶ月前より漸次左眼深部痛，差 に大量の抗毒素血清を投与する事と心臓の蹄護を充
明，霧視，複視現われ， 6ヶ月前左耳前額骨部に骨 分行う必要があると述べた。
膜及び皮下に沿う JlI脹僅かあり，地方医の Penici. 質問斎藤宗寿(横須賀共演〉‘
1lin連続住射で諸症状一時軽快。 3ヶ月後再増悪， 我々は屡々塗沫染色で陰性でも培養によりヂフテ
浸潤は耳下，耳後部に及び左口蓋にも小隆起生じ口 リー菌を発見した 5例を例を経験した。此の点は如
内乾燥，食欲減退、高慢の為入院す。梅毒反応陰性。 何。最近ヂフテリーが増えている様だ。
大円形細胞肉腫で，輸血，レ線照射， Nitrominを 追加北村 武(千大〉 
1ヶ月併用の結果， 外国の腫傷性愛化全く消失した Belag薄くきれいで全身症状もよく臨床的には全
が，多尿，頻尿現われ，肪脱鏡検査後高熱が 1週間 くヂフの症状を欠いていた。演者より培養でもヂ菌
続き抗生剤も効なく死亡す。 陰性と報告あった。今きくと培養はしていない由で
1例は，稀有な原発性皮膚肉腫より，寧ろ浅在頚 あるが演者の考えは 7 
:;/バ腺に原発し皮膚に沿い浸潤した肉腫を考うる !) 
が妥当ならん。肉腫と慢性炎症性諸疾患と鑑別困難
の事あり。初診時， 1例は放線菌症を， 2例は梅毒
性骨膜炎を想わせた。レ線， Nitromin等連続使用
時は感染に対する抵抗低下を泣:意すべきである。
質問北村 武(千大〉
11)扇摘穫の頚部急性化膿性淋巴腺炎の 1例
奈良四郎(千大〉  
6才 7ヶ月の女児。口蓋扇桃腺摘出後約 5日目に
右耳下部に小さい所謂 pこりこりグしたものが現は
れ，次第に同部を中心に腫脹，主宰痛の増大と後に牙
治桃巴り扇淋よ蓋るに口あ膿はに排の腹のも後開たの切し筋外グ腹のりこ目こる日りけ旧こ受がの接
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応答中川真五郎(千大〉  腺であって，此の部より上深頚部淋巴腺の主として
X線所見では左副鼻腔に陰影の増強を認、めた。 頚動脈前面にある淋巴腺群と融合して膿痕形成を生
